
令和４・５年期
神奈川県青少年問題協議会

審議結果まとめ

【審議テーマ】
これからのひきこもり支援について

＜ひきこもり支援におけるリアルとバーチャルの最適な
組み合せによる居場所及び自己肯定感をはぐくむ
支援のあり方について＞
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資料２



１ 令和４・５年期協議テーマの設定について
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● これからのひきこもり支援について

＜ひきこもり支援におけるリアルとバーチャルの最適な組み
合せによる居場所及び自己肯定感をはぐくむ支援のあり方
について＞

●令和４・５年期協議会・部会では、子ども・若者に関する今日的な諸課題を反映した
テーマについて、様々な視点から県子ども・若者行政に係る検討を行い、調査協議の
内容を県の施策立案にかかる参考（重要）として活用する。
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●これからのひきこもり支援について
～ ひきこもり支援におけるリアルとバーチャルの最適な組み合せによる居場所

及び自己肯定感をはぐくむ支援のあり方について ～

・若者のひきこもりを長期化させないため、行政や地域における支援のあり方について検討する。
・人との対面が困難なひきこもりの子ども・若者の居場所を、リアルとバーチャルの両面から支援の
あり方について検討する。

・外に出ることが難しい当事者への新たな支援の形の検討
（デジタル技術を活用した相談窓口の周知や、メタバースなどオンライン上の居場所を作るなど）

・自分の将来について希望を持てるよう、自己肯定感をはぐくむことも視野に入れる。
・全ての当事者が困難を感じていて、支援を必要としているわけではないといった視点も重要である。
ひきこもりをネガティブに捉えるだけでなく、当事者が投げかけてくれる社会の見方やあり方があり、
社会が当事者から学ぶべきことがある。



２．審議の経緯

【第２回協議会・第４回部会】 ＜協議会＞

令和５年２月９日（木） ①指針の改定パブコメ結果・指針案について

②令和4･5年期 協議テーマ設定（第２回部会結果）

＜部会＞

①委員による意見発表（発表者：15分×2人）

協議テーマに関する議論
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【第５回部会】
令和５年５月26日（金） 当事者の意見を聞く

【第６回部会】 ①表彰受賞者の決定
令和５年11月６日（月） ②審議テーマの協議（意見交換）

【第３回協議会・第７回部会】 ＜協議会＞審議テーマ（最終まとめ）
令和６年１月31日（水） ＜部 会＞審議テーマ（最終まとめ）

≪本日・審議結果のご報告≫



３．審議結果
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【審議結果①】

支援につながっていないひきこもり当事者とその家族への
効果的なアプローチについて

→当事者が関心があることを楽しめる、対面でもオンラインでも繋がれる、
誰でも目的なく参加できるなど、当事者の意思や自由を尊重しながら、
社会参加のきっかけを作れるアプローチが望ましい。

＜部会での主な意見＞
・ひきこもり当事者は支援につながることに消極的である。
・当事者が関心があること、好きなことを通じてならハードルが低くなり、つながりたいと思ってくれる。
・ひきこもりの特性とコロナ禍の支援経験を踏まえて、対面とオンラインの複線的支援の検討が望まれる。
・目的なく、とりあえず行く場所があるとよい。集まった人とご飯を作って一緒に食べられて、
Wi-Fiやコンセントが利用できる場があれば、おのずとその場での対面交流もオンライン交流もかなう。

＜ひきこもり経験者からの御意見＞
・ひきこもり当事者のための居場所という限定は、当事者にとって、かえって入りにくく感じる。
ひきこもり当事者に限らず色々な人が集まる居場所は、今後増えたらよい。
・ずっと他者とかかわらずにいる当事者にとって、他者からアドバイスや声をかけてもらえることは嬉しい。
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【審議結果②】
オンラインによる支援の課題について

→就労など目的のある支援はオンラインが参加しやすい一方、
目的のないきっかけ作りの場をオンライン上にどのように作るかが
課題である。

＜部会での主な意見＞
・従来型のキャリア講座、就職支援にハードルの高さを感じている当事者が少なくない。
・支援者が当事者の日常生活に置かれている二次元平面の中で支援をする形がとれるのではないか。
・支援者がかかわりをもとう、引き出そうとすることに対して、当事者は「対面の暴力性」を感じる。
オンラインの二次元平面であっても、他者と交流できることは嬉しい。
・目的なく集まり、その中で、自分が何をしたいのか、何ができるのかということに気づき、
行動していく場が居場所であると考えると、オンラインで無目的な場を作る難しさを感じる。
どのように作っていくべきかが課題である。
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【審議結果③】
ひきこもり支援対象者のひろがりと今後の支援について

→ひきこもりは幅広い年代の問題になってきており、特別な問題ではなく、
誰でもなり得る状況、生活問題である。
それを理解し、受け入れる社会構造に変えていくことが必要である。

＜部会での主な意見＞
・ひきこもりの概念が多様性を帯びてきており、非常に幅広い方々がいるため、全員に対して適切な支援を
一律に用意するのは困難である。

・ひきこもりの問題は、いかに本人の意思を尊重しながら、本人の状態を鑑みながら、合意形成をしながら、
社会的な包摂の道を歩むかということ。

・ひきこもり人数は増加しており、若者の問題から幅広い年代の問題になってきている。
もはや特別な問題ではなく生活問題と捉えたうえで、支援という対処療法ではなく、社会の構造そのものを
変える必要がある。

・現在困っている方への支援は大切だが、その手前のひきこもりにならないような社会構造や、地域構造、
家族体制を考えた施策が大切である。

・社会や地域の人が理解してあげられるよう、ひきこもりの理解を変えていくべきである。



４．青少年課の主な取組

8

ひきこもり×メタバース事業

ひきこもり当事者を社会参加につ
なげるため、外出せずに気軽に参加
できるメタバースを活用して、青少年
向けイベントを開催しています。

２月２日（金）～２月29日（木）にか
けて、次回イベントを予定しています。

居場所事業

県内市町村と連携し、地域巡回型
の居場所を実施しています。

令和４年度に試行し、令和５年度は
月２回程度実施しており、今後２月14
日に海老名市、21日に南足柄市、３
月８日に横浜市で実施予定です。


